
【
は
じ
め
に
】

い
ま
、
日
本
中
か
ら
北
欧
諸
国
に
向
け

て
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。『
北
欧
』

を
特
集
し
た
有
名
経
済
週
刊
誌
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
人
気

の
高
さ
が
伺
え
る
。

北
海
道
に
と
っ
て
北
欧
諸
国
は
、
北
方

圏
交
流
が
始
ま
っ
て
以
来
３０
年
に
及
ぶ
広

範
な
交
流
を
通
し
て
、『
素
晴
ら
し
い
パ

ー
ト
ナ
ー
』
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ

の
素
晴
ら
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
使
節
団
や
交

流
団
を
迎
え
、
ま
た
、
駐
日
大
使
も
北
海

道
に
迎
え
る
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に

深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
幾
つ
か
を
ご

紹
介
し
た
い
。

①
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
学
関
係
者

東
京
に
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
日
本
国
内
の
大
学
等
と
の
共
同
研

究
の
可
能
性
を
探
る
た
め
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
大
学
関
係
者
十
数
人
が
来
日
す
る
こ
と

と
な
り
、
本
州
の
大
学
を
訪
問
す
る
が
そ

の
際
北
海
道
に
も
行
っ
て
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
し
た
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
人

に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

と
の
関
わ
り
が
深
い
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大

学
の
ユ
ハ
ニ
・
リ
ル
ベ
リ
氏
の
推
奨
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
方
向
で
検
討
が
進

み
。
次
の
よ
う
な
対
応
と
な
っ
た
。

２
０
０
７
年
５
月
８
日
、
タ
ン
ペ
レ
工

科
大
学
、
オ
ウ
ル
大
学
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド

大
学
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
経
済
大
学
な
ど
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
主
な
大
学
１３
校
の
国
際
交
流

担
当
者
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
所
長

な
ど
計
１６
人
が
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

た
。
こ
の
日
は
、
午
前
に
北
大
を
訪
問
し

た
後
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
も
の

で
あ
る
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
せ
っ
か
く
の

機
会
な
の
で
、
関
係
機
関
の
方
々
の
協
力

を
得
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
北
海
道
と
の

学
術
連
携
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
意
見
交
換
の
場
を
設
定
し
た
。
こ
れ

に
は
、
北
海
道
側
と
し
て
、
北
大
創
造
科

学
共
同
研
究
機
構
の
荒
磯
恒
久
教
授
、
北

海
道
科
学
技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
の
船

越
克
人
部
長
及
び
北
海
道
経
済
連
合
会
の

常
俊
優
部
長
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

意
見
交
換
の
内
容
は
、
ま
ず
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
側
の
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
事
務
総

長
リ
ル
ベ
リ
さ
ん
の
発
表
の
あ
と
、
北
海

道
側
の
北
大
荒
磯
教
授
か
ら
コ
ラ
ボ
北
海

道
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
を
行
っ

た
。
続
い
て
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
と
い

う
順
序
で
実
施
さ
れ
た
。
短
時
間
で
は
あ

っ
た
が
、
産
学
連
携
の
あ
り
方
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
研
究
機

関
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
、

専
門
家
同
士
の
意
見
交
換
の
場
の
設
定
に

向
け
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
。

②
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
展
＆
北
欧
百
景

写
真
展

平
成
１８
年
の「H

O
K
K
A
ID
O
STY
LE

2006
」
の
縁
を
受
け
、
当
別
町
と
レ
ク

サ
ン
ド
市
と
の
姉
妹
提
携
２０
周
年
を
機
に

来
道
し
た
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
及
び
レ
ク
サ
ン

ド
市
の
関
係
者
を
迎
え
、
か
で
る
２
・
７

を
会
場
に
、
６
月
１１
日
か
ら
１４
日
ま
で
、

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
展
２
０
０
７
」
を

開
催
し
た
。

交
流
展
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
工
芸

家
等
の
工
芸
品
の
展
示
の
ほ
か
、
同
地
域

の
産
業
・
経
済
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
り
、
道
内
の
工
芸
作
家
と
の
交

流
会
な
ど
を
行
い
、
併
せ
て
、
北
欧
の
風

景
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
撮
り
続
け
る
糸
数

昌
寧
氏
の
作
品
を
紹
介
す
る
「
北
欧
百
景

写
真
展
」
を
開
催
し
、
北
欧
の
魅
力
を
広

く
道
民
に
紹
介
し
た
。

交
流
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
な
ど
が
民
族
音
楽
を
演
奏
し
た

後
、
北
海
道
側
を
代
表
し
て
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
南
山
英
雄
会
長
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

側
を
代
表
し
て
ダ
ー
ラ
ナ
県
ミ
カ
エ
ル
・

セ
ラ
ン
デ
ル
知
事
代
理
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

し
た
。
続
い
て
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
約

１
０
０
人
の
来
場
者
を
前
に
、
今
後
と
も

交
流
の
絆
が
永
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願

い
関
係
者
に
よ
る
「
テ
ー
プ
結
び
」
が
行

わ
れ
た
。

工
芸
作
品
の
展
示
会
場
で
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
中
で
も
工
芸
が
盛
ん
な
ダ
ー
ラ

ナ
地
方
の
作
品
、
手
織
り
の
織
物
、
ハ
ン

ド
プ
リ
ン
ト
製
品
、
木
工
芸
品
、
鉄
工
芸

品
、
伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
燭
台
な
ど
、

約
１
７
０
点
ほ
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ス
ウ

広
が
る
北
欧
と
の
交
流
―
２
０
０
７
年
度
を
振
り
返
る
―

（
社
）北
方
圏
セ
ン
タ
ー
交
流
部
長

小
松

昭
彦

北海道の産学連携の取り組
みを紹介

専門家同士、活発な意見交
換が行われた
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ェ
ー
デ
ン
特
有
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
鉄
製
品

に
興
味
を
持
つ
来
場
者
が
少
な
く
な
か
っ

た
が
、
中
で
も
、
有
名
な
馬
の
置
物
「
ダ

ー
ラ
ヘ
ス
ト
」
の
実
演
は
多
く
の
人
の
目

を
引
い
て
い
た
。
ま
た
、
開
催
期
間
中
こ

の
展
示
会
場
が
、
一
時
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

会
場
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
た
ま
た
ま

「
か
で
る
」
を
練
習
会
場
と
し
て
い
る
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
会
場
を
見
学

し
て
い
る
と
き
、
民
族
音
楽
の
演
奏
時
間

と
重
な
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
ル
ー
プ

と
道
内
の
グ
ル
ー
プ
合
わ
せ
て
数
十
人
に

よ
る
「
ダ
ン
ス
交
流
」
と
な
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
、
大
変
貴
重
な
市
民
交
流

の
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今
回
来
道
し
た
訪
問

団
を
代
表
し
て
、
行
政
や
観
光
、
工
芸
で

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
４
人
の

方
に
お
願
い
し
、
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
の
現
状

や
シ
リ
ア
ン
湖
周
辺
の
観
光
へ
の
取
り
組

み
、
レ
ク
サ
ン
ド
近
辺
の
手
工
芸
な
ど
に

つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
約
７０
人

の
参
加
者
は
最
後
ま
で
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

北
欧
百
景
写
真
展
は
、「
北
欧
百
景
・

四
季
折
々
に
―
糸
数
昌
寧
写
真
展
」
と
題

し
て
、
北
欧
の
風
景
を
テ
ー
マ
に
作
品
を

と
り
続
け
て
い
る
写
真
家
糸
数
氏
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
約
５０
点
の
パ
ネ
ル
を
展
示

し
た
が
、
北
欧
の
清
涼
な
空
気
が
織
り
な

す
美
し
い
色
彩
に
、
会
場
を
訪
れ
た
来
場

者
は
、
し
ば
し
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
前
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪
れ
た

工
芸
作
家
た
ち
が
主
体
と
な
っ
た
交
流
会

で
は
、
ビ
ー
ル
を
飲
む
ほ
ど
に
片
言
英
語

な
り
に
話
が
弾
み
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
代

表
団
か
ら
は
バ
イ
オ
リ
ン
と
ベ
ー
ス
の
演

奏
、
コ
ー
ラ
ス
も
飛
び
出
し
、
大
変
な
盛

り
上
が
り
と
な
っ
た
。
や
は
り
、
交
流
は

人
と
人
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス

で
す
ね
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
か
ら
、
ぜ
ひ
札
幌
で

開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ

り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
と
協

力
、
連
携
し
て
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
実
施
し

た
こ
と
に
よ
り
、
一
般
の

市
民
、道
民
に
と
っ
て
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
や
北
欧
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

③
ス
ウ
ェ
ー
デ
ンm
e
e
ts

北
海
道

昨
年
の
１０
月
２１
日
、
我
が
国
に
は
当
別

町
に
し
か
な
い
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ

ン
タ
ー
」
で
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使

館
主
催
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ンm

eets

北
海
道
」
が

開
催
さ
れ
た
。
大
使
館
か
ら
は
、
ス
テ
フ

ァ
ン
・
ノ
レ
ー
ン
大
使
を
は
じ
め
約
１０
人

の
方
々
及
び
在
京
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
５

社
の
方
々
が
来
道
し
た
。
こ
れ
に
応
え
、

北
海
道
側
か
ら
は
、
高
橋
北
海
道
知
事
、

上
田
札
幌
市
長
、
高
向
道
商
連
会
頭
な
ど

行
政
、
民
間
な
ど
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン

バ
ー
が
会
場
に
詰
め
か
け
、
ま
た
、
地
元

当
別
町
で
は
、
町
長
以
下
多
く
の
議
員
、

市
民
、行
政
関
係
者
な
ど
が
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
、
全
体
で
１
０
０
人
を
超
え
る

大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。

こ
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
困

難
が
あ
っ
た
。
大
使
館
の
希
望
す
る
日
が

行
楽
期
の
日
曜
日
で
あ
る
こ
と
、
招
待
者

リ
ス
ト
の
多
く
は
き
わ
め
て
多
忙
な
方
々

で
あ
る
こ
と
、
会
場
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

い
い
が
、

札
幌
か

ら
か
な

り
の
距

離
に
あ

る
こ
と
、

等
々
で

あ
る
。
し
か
し
、
大
使
の
実
施
に
対
す
る

希
望
が
非
常
に
強
い
こ
と
か
ら
、
会
場
を

提
供
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ

ー
、
地
元
当
別
町
、
そ
し
て
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
が
実
現
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
、
実

施
す
る
以
上
は
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
働
き
か
け
に
様
々
な
工

夫
を
し
た
り
し
て
、
つ
い
に
実
現
に
こ
ぎ

着
け
た
の
で
あ
る
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
、
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
が
手
分
け
し

て
、
大
使
館
に
代
わ
っ
て
、
各
企
業
、
団

体
等
に
招
待
状
を
持
参
し
、
直
接
参
加
へ

の
協
力
要
請
を
し
た
り
し
た
。

当
日
は
、
開
催
時
刻
ま
で
雨
が
断
続
的

に
降
り
続
く
あ
い
に
く
の
天
候
で
あ
っ
た

が
、
東
京
か
ら
の
空
の
便
も
順
調
で
、
参

加
予
定
者
の
ほ
と
ん
ど
が
出
席
し
て
く
れ

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
順
調
に
推
移
し
、
イ

ベ
ン
ト
開
始
時
と
１
部
と
２
部
の
休
憩
時

間
に
演
奏
さ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
北

欧
音
楽
も
好
評
だ
っ
た
し
、
第
１
部
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
、
第
２
部
ス
ェ
ー

デ
ン
企
業
の
事
業
紹
介
も
予
定
通
り
終
了

し
た
。
最
後
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
参

加
者
が
一
堂
に
会
し
、
限
ら
れ
た
時
間
で

は
あ
っ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
料
理
や
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
パ
ン
を
味
わ
っ
た
り
し
な
が

ら
、
め
っ
た
に
な
い
機
会
を
利
用
し
、
和

や
か
な
懇
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
か
く

セミナーにはたくさんの市
民が熱心に耳を傾けた

フォークダンスの市民グル
ープとの共演は大いに盛り
上がった

会場の雰囲気に花を添えた
民族音楽の演奏
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し
て
こ
の

行
事
は
見

事
な
成
功

を
収
め
た

の
で
あ
っ

た
。

④
三
越
「
北
欧
展
」

昨
年
１０
月
１６
〜
２１
日
の
６
日
間
、
札
幌

三
越
で
は
、
開
店
７５
周
年
を
記
念
し
、
１０

階
催
物
会
場
で
の
物
販
を
メ
イ
ン
に
、
全

館
を
通
し
初
め
て
北
欧
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
北
欧
ス
タ
イ
ル
」
を
展
開
し
、
北
海
道

の
市
民
に
北
欧
文
化
を
紹
介
す
る
「
北
欧

展
」
を
実
施
し
た
。

三
越
で
は
、
１０
階
催
物
会
場
で
、
こ
の

間
に
、
北
欧
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

的
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
い
と

の
構
想
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
手
だ
て

が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
後
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事

態
は
急
速
に
進
展
し
、
イ
ベ
ン
ト
担
当
者

と
の
再
三
に
わ
た
る
協
議
の
結
果
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
大
使
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
は
じ

め
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
料
理
教
室
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
民
族
楽
器
カ
ン
テ
レ
演
奏

会
、
北
欧
語
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
た
。
期
間
中
、

文
化
関
係
イ
ベ
ン
ト
で
、
延
べ
３
５
０
人

に
上
る
方
々
が
足
を
運
ん
で
く
れ
た
そ
う

で
あ
る
。
北
欧
の
物
販
会
場
の
一
隅
で
の

催
し
と
な
っ
た
が
、
来
場
者
の
多
く
は
大

変
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
特

に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
は
軽
快
な
テ
ン
ポ
で
進
め
ら
れ
、
話
題

が
、
北
欧
の
家
庭
で
の
夫
婦
の
役
割
、
家

庭
料
理
、
教
育
・
子
育
て
な
ど
身
近
な
問

題
に
及
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
フ
ロ
ア

か
ら
の
質
問
も
た
く
さ
ん
飛
び
出
し
和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ

た
。
か
く
し
て
、
主
催
者
側
の
催
物
会
場

で
の
売
上
目
標
も
無
事
達
成
さ
れ
た
と
の

こ
と
、
め
で
た
し
め
で
た
し
。

⑤
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
学
校
交
流

再
三
登
場
し
て
く
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

開
催
し
た
「H

O
K
K
A
ID
O
STY
LE

2006

」、
そ
の
開
会
式
を
前
日
に
控
え
、

あ
わ
た
だ
し
く
準
備
に
専
念
し
て
い
た
リ

ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
の
工
芸
品
展
示
会
場
に
、

一
人
の
女
性
が
現
れ
、
こ
の
事
業
に
も
深

く
関
わ
っ
て
い
る
北
海
道
東
海
大
学
教
授

と
事
業
の
総
括
を
し
て
い
た
当
セ
ン
タ
ー

の
専
務
理
事
に
話
し
か
け
て
き
た
。
東
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
地
区
地
域
連
合
の
国
際
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
し
て
い
る
ウ
ラ
・
カ
ー

リ
ン
さ
ん
で
あ
っ
た
。
東
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

地
区
の
職
業
系
高
等
学
校
で
、
北
海
道
の

学
校
と
交
流
を
し
た
い
と
の
希
望
が
あ

り
、
手
が
か
り
を
つ

か
み
た
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

両
地
域
の
今
後
の

具
体
的
な
交
流
に
つ

な
が
る
話
で
あ
り
、

専
務
理
事
も
、
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
の
初
日
を
翌
日
に
控
え
て
準

備
や
、
地
元
側
責
任
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

な
ど
で
忙
し
い
最
中
だ
っ
た
が
、
概
略
を

お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
彼
女
と
は
、
さ

ら
に
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
し
て
い
く
こ
と

な
ど
を
約
束
し
た
。

そ
の
後
１
カ
月
ほ
ど
し
て
、
北
海
道
東

海
大
学
の
教
授
を
介
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
側
で
は
、
職
業
高
校
生
の
北
海
道
の
学

校
又
は
企
業
で
の
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
希
望
し
て
お
り
、
分
野
は
、
造
園
、

花
卉
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
家
具
な

ど
が
候
補
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
北
海

道
を
訪
問
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
な
ど
が

伝
え
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
交
流
の
お
世
話

や
仲
介
を
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い

が
、
何
し
ろ
こ
の
程
度
の
情
報
で
は
、
何

も
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
も
う
少
し
詳
し
い
情
報
を
得
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
第
一
段
階
の
照
会
を
行
っ

た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
学

生
は
、
ど
の
よ
う
な
学
校
に
属
し
、
年
齢

は
ど
の
く
ら
い
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
考
え
て

い
る
の
か
（
授
業
の
見
学
、
学
生
同
士
の

交
流
、
花
卉
栽
培
農
家
の
見
学
・
実
習
、

造
園
技
術
の
実
習
な
ど
）、
来
道
予
定
の

人
員
は
何
人
か
、
来
道
す
る
時
期
、
期
間

は
ど
の
ぐ
ら
い
を
考
え
て
い
る
の
か
、

等
々
で
あ
る
。

昨
今
、
通
信
手
段
の
発
達
、
と
り
わ

け
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
普
及
で
外
国
と
の
連
絡

も
非
常
に
便
利
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
れ

ば
、
向
こ
う
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
も
あ

り
、
す
ぐ
に
も
返
事
が
来
る
も
の
と
思
っ

て
し
ま
う
が
、
そ
う
簡
単
で
は
な
か
っ

た
。
そ
う
は
い
い
な
が
ら
も
、
道
内
の
職

業
高
校
で
、
希
望
す
る
よ
う
な
課
程
は
あ

る
の
か
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
可
能
性

は
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
、
専
門
学
校
で

そ
の
よ
う
な
課
程
を
持
っ
て
い
る
学
校
が

スウェーデン大使夫妻によ
るトークショー

調理製菓専門学校を見学

今後の交流に向けて具体的
な協議が行われた
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あ
る
の
か
、
な
ど
情
報
収
集
を
進
め
て
い

っ
た
。

こ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
前
述
の
ウ
ラ

・
カ
ー
リ
ン
さ
ん
か
ら
、
予
算
措
置
も
さ

れ
た
の
で
、
２
０
０
７
年
１１
月
に
北
海
道

を
訪
れ
、
学
校
交
流
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
受
け
入
れ
の
可
能
性
に
つ
い
て
学
校
関

係
者
と
相
談
し
た
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
た
。
未
確
定
な
部
分
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
情
報
収
集
な
ど
を

も
と
に
、
道
教
委
を
は
じ
め
、
料
理
・
製

菓
系
と
造
園
系
の
専
門
学
校
、
更
に
は
、

道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
に
も
協
力
を
依
頼

し
、
６
日
間
に
わ
た
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
を
行
っ
た
。

い
よ
い
よ
当
日
、
１１
月
７
日
に
、
ウ
ラ

カ
ー
リ
ン
さ
ん
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
チ
ュ

ー
ル
ブ
ル
ー
ク
ス
高
校
理
事
長
な
ど
４
人

の
面
々
が
新
千
歳
空
港
に
降
り
立
っ
た
。

そ
れ
か
ら
１２
日
ま
で
の
滞
在
で
、
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
、
道
教
育
長
へ
の
表
敬
訪
問
を

初
め
、
前
記
の
専
門
学
校
２
校
を
訪
問
し

て
の
見
学
・
協
議
、
道
教
委
で
の
レ
ク
チ

ャ
ー
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
の
「
北
方
圏

講
座
」
の
講
師
と
し
て
の
対
応
、
道
新
文

化
セ
ン
タ
ー
で
の
日
本
文
化
の
体
験
、
旭

山
動
物
園
へ
日
帰
り
ツ
ア
ー
な
ど
、
ハ
ー

ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
、
最
終
訪

問
地
は
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の
洞
爺

湖
を
訪
問
、
あ
い
に
く
の
天
候
で
は
あ
っ

た
が
、
洞
爺
湖
と
そ
の
周
辺
の
雰
囲
気
は

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思
う
。

最
後
に
、
今
回
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ
た

各
学
校
と
は
、
直
接
メ
ー
ル
で
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
、
交
流
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
こ
と
、
当
セ
ン
タ
ー
も
、
必
要
に
応

じ
て
交
流
推
進
の
協
力
を
す
る
こ
と
、
な

ど
が
確
認
さ
れ
、
北
海
道
を
離
れ
た
。
そ

の
後
の
便
り
で
は
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な

学
校
交
流
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
相
互
交
流
の
発
展
を
願

わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

⑥
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＆
北
海
道
・
地
域

政
策
セ
ミ
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
会
に
、
超
党
派
の

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
国
会
議
員
団
」
が

あ
る
。
彼
ら
は
４
年
に
一
度
日
本
各
地
を

訪
れ
、
地
域
の
実
情
を
視
察
し
た
り
、
各

地
で
意
見
交
換
を
し
た
り
し
て
、
日
本
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
相
互
理
解
と
友
好
促
進

に
努
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
度
、
こ
の

議
員
団
の
日
本
訪
問
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
し
て
い
る
ス
サ
ン
ネ
さ
ん
か
ら
、
個
人

的
に
親
し
い
大
学
院
生
の
渡
辺
ま
ど
か
さ

ん
に
、２
０
０
８
年
３
月
日
本
訪
問
の
際
、

東
京
の
あ
と
北
海
道
を
訪
問
し
た
い
と
の

希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
北
海
道
で
の
い
く
つ

か
の
メ
ニ
ュ
ー
が
依
頼
さ
れ
た
。
関
係
者

で
相
談
の
結
果
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
地

域
開
発
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

予
定
さ
れ
て
い
る
日
程
を
見
る
と
、
極

め
て
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
は
全
部
で
２
時
間

し
か
な
い
。
北
海
道
の
地
域
開
発
の
政
策

を
曲
が
り
な
り
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
な
内
容
や
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
の
発
表

時
間
な
ど
を
考
え
る
と
、
逐
次
通
訳
で
実

施
す
る
と
単
純
に
２
倍
の
時
間
が
か
か
る

の
で
適
当
で
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

行
事
の
性
格
上
、
多
数
の
聴
衆
を
集
め
て

同
時
通
訳
で
実
施
す
る
ま
で
も
な
い
。
と

い
う
わ
け
で
、
こ
の
２
時
間
を
フ
ル
に
活

用
す
る
た
め
、
全
部
を
英
語
オ
ン
リ
ー
で

通
す
こ
と
に
し
た
。
言
葉
の
問
題
も
あ

り
、
北
海
道
側
発
表
者
に
苦
慮
し
た
が
、

本
道
の
地
域
開
発
の
状
況
に
つ
い
て
、
深

野
弘
行
北
海
道
経
済
産
業
局
長
に
、
北
海

道
の
観
光
振
興
政
策
に
つ
い
て
、
北
海
道

経
済
部
の
加
藤
浩
主
査
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お

願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
幹
部

と
し
て
、
議
会
へ
の
対
応
な
ど
が
い
つ
あ

る
と
も
限
ら
ず
、
不
確
定
要
素
を
抱
え
な

が
ら
も
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
。
い

よ
い
よ
当
日
と
な
り
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

予
定
通
り
実
施
さ
れ
た
が
、
案
ず
る
よ
り

生
む
が
易
し
と
で
も
い
う
か
、
無
事
終
わ

る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
は
、
予
定
し
て

い
た
と
お
り
で
あ
り
、
北
海
道
側
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
側
い
ず
れ
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

や
ビ
デ
オ
を
駆
使
し
な
が
ら
の
わ
か
り
や

す
い
レ
ク
チ
ャ
ー
と
な
っ
た
。
英
語
堪
能

な
約
２０
人
の
傍
聴
者
も
最
後
ま
で
熱
心
に

聞
き
入
り
、
ま
ず
は
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
の
交
流
、
相
互
理
解
促
進
に
有
意
義

な
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
北
欧
と
の
交
流
事
業
の
主
な
も

の
を
振
り
返
っ
て
み
た
が
、
こ
の
１
年
、

両
地
域
の
双
方
向
の
交
流
が
ま
す
ま
す
促

進
さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
あ

る
。
２
０
０
８
年
度
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
設
立
３０

周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
契

機
に
、
北
欧
と
の
交
流
が
一
層
進
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

スウェーデン＆北海道・地域政策セミナーに出席
したスウェーデンの国会議員ら
＝京王プラザホテルで

１５ HOPPOKEN ２００８SPRING VOL．１４３


